
SCG58-13 会場:203 時間:5月 25日 16:45-17:00

津軽錦石の組織観察と成因について
Texture and formation process of jasper, ”Nishiki-ishi” from Tsugaru region, Japan

石川志緒利 1∗ ;長瀬敏郎 2 ;栗林貴弘 1

ISHIKAWA, Shiori1∗ ; NAGASE, Toshiro2 ; KURIBAYASHI, Takahiro1

1 東北大学大学院理学研究科地学専攻, 2 東北大学総合学術博物館
1Institute of Mineralogy, Petrology and Economic Geology, Graduate School of Science, Tohoku Universi,2The Tohoku Uni-
versity Museum

はじめに
　にしき石は碧玉の一種で、様々な色糸で織り出された絹織物のように色鮮やかな色彩を呈し、磨くと美しい光沢を

示す。にしき石は研磨加工され、装身具として広く愛用されている。青森県津軽地方は，にしき石の産地として有名で
ある。にしき石の鮮やかな色彩は、含まれる鉄鉱物の種類によると報告されている。

目的
　にしき石の多くは海岸の礫から採取され、産状についての研究は少ない。多くの産地では露頭が発見されていない

ため賦存状態が明らかになっていない。そこで本研究ではにしき石の組織観察および組成分析によって形成過程を推定
することを目的として研究を行った。

試料
本研究では、青森県北津軽郡中泊町青岩および、同県東津軽郡外ヶ浜町竜飛崎で採取されたにしき石を観察試料とし

て用いた。両地域ともに、東北日本内帯に広く分布する緑色凝灰岩地域に属し、新第三系の岩石からなる。にしき石を
含む母岩は輝石安山岩ならびに同質の火山角礫岩で、両産地とも多くの石英脈、玉髄質石英ならびに蛋白石脈等が見ら
れる。採取したにしき石の主要な構成鉱物は、石英ならびに後述する鉄鉱物、そして，少量の重晶石、燐灰石、アンケル
石などを伴う。

手法
　岩石ならびに鉱物組織の観察には偏光顕微鏡ならびに走査型電子顕微鏡 (日本電子社製,JSM-7001F)を用い、さらに、

エネルギー分散型 X 線分析装置 (OXFORD社製,INCA system)により鉱物の化学組成分析を行った。

結果
　にしき石は主に様々な形態ならび大きさの石英粒子から構成されている。これら石英粒子の多くは、繊維状組織を呈

する約 0.1mmの大きさの球晶や、一般に”マイクロ石英”と呼ばれる約 0.05mmの微粒子である。一般的なカルセドニー
(玉髄)の組織に比べて、にしき石を構成する球晶はひとつひとつの繊維が粗い。また、めのうのような縞状組織を示す部
分は少ない。にしき石の鮮やかな色の原因となる鉄鉱物としては、赤鉄鉱 (赤色),セラドン石 (緑色)、針鉄鉱 (黄色)、菱
鉄鉱 (黄色)、黄鉄鉱 (褐色)などが認められた。多くの鉄鉱物は、繊維状組織の隙間に微細な粒子として、あるいは、球
晶間隙の充填物として産出する。これらの鉄鉱物の形態は、針状もしくは粒状などさまざまな形で含有する。鉄鉱物の
違いによって分布する領域が異なっている。にしき石は角礫状の構造を示し、角礫内部を交代する石英はマイクロ石英
や、正延性 (length-slow)の球晶によって構成されている。これに対し、角礫の粒間部分は自形のはっきりした石英とこ
れを包晶する負延性 (lengt-fast)のカルセドニーにより充填されている。このように角礫状部分と粒間部分では石英の組
織に差が認められる。多くのにしき石が角礫状構造を持つことから、原岩は火山角礫岩あるいは凝灰角礫岩と推定され
る。岩石組織の不均一性の一因は、原岩の種類の違いによる。以上の組織観察の結果より、角礫岩が著しい珪化作用を
受けることにより、マイクロ石英と鉄鉱物の集合体へと変化し、その後、粒界を埋めるように自形石英結晶ならびにカ
ルセドニーが沈殿し、にしき石が形成されたと考えられる。
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